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高冷地のポリマルチと

春・秋 2回利用策

長野県園芸試験場

高野利康

レタスに対する春・秋 2作利用効果

従来のポリマルチ栽培は，春の低温}切に地温上

昇と土壌の乾燥防止や雑草の発生を|りjぎ(黒ポリマ

ノレチ)，作柄の安定をねらいとして，春野菜に活用

されている。

長野県の高冷地，準高冷地の春まきレタス，ハ

クサイにもポリマルチが利用され， ffWjの前進や

作柄の安定多収効果が高く評価されているu

高冷地ではポリマルチによってレタス，ハクサ

イ等の主幹作目で年 2作が可能になり，経営上き

わめて有利になったO

高冷地の春の早まきの収穫と 2作目の作付，準

高冷地の春作の収穫と夏秋作の作付H寺期は，労力

競合が甚しく，この時期の作業の省力化が重要な

課題となっている O

前作との切換え時期の省力方法として，前作ポ

リマルチの除去や畦立の省略について若干の検討

を加え，図-1のような結果がえられたO

春作収穫後に，ポリマルチがほぼ完全な状態の

ところへ， 秋作が作付された黒 0.03111111区は，

秋作で、羽[:起，施肥， /1庄立をした無マノレチよりも球

重，収量とも20箔前後すぐれ，無マノレチより良い

結果を示したが，秋マルチ区よりは139ぢ前後収量

が少ない。

春・秋2作利用区が

秋 1作マノレチより減収

したことは，初期生育

の遅れが球の肥大を悪

くしたもので， )施肥時

期を早めれば問題がな

し、と思う。

秋作の作付時iこフィ

ルムの劣化，破損が甚

しく，被害率が10%前

後になった春・秋2作

利用の半黒0.03111111区

と
旦ι
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は，未収株が多く 1}11~ マルチより減収したO 未収株

は生育遅れによる不結球株がほとんどで，腐敗，

欠株がなかった O

ポリマルチの 2作利用と土壌物理性

春作を収穫した跡をそのまま1火作に利mしたと

きの，土壌の三本I~I分布を調べてみると表ー1 のよ

うな京がえられたO

この調査は春作収穫後と秋作収穫後に行ったも

のであるが，秋fr:収穫後の土壌の物理性は，秋ポ白

リマルチ収穫後は気相率が少なく，土壊の硬度が

i皆加する傾向にある O

しかし，液相率は土居によっても多少ちがう

が，表 -1に示したように， レタスのtsur(:分布が

多い地表下 o""""'13cmで，秋 1作マルチやj照マノレ

チとほ}ま同じか，やや多い傾向を示している。

このようなことから 2fr:目の作付-当!時， フィル

ムの破損が少なくほぼ完全であれば，者何?を収穫

した跡をそのまま利用して，秋{ノドの作付にさしっ

かえるような土壌の悪化はみられな~ ¥。

高冷地における 2期作作型

高冷地におけるポリマノレチレタスの早まきの限

界は，平均気温 7，...._，80Cの 4月中旬~下旬にj番組

して， 7 月初旬~I:[こI 句に収穫となる。

遅まきの限界は平均気温150Cにけ月下旬〉収

穫始めになるように， 75日前までに播{:illすれば経

済栽培がなりたつO

遅まきの播肝(jj_R.j'f，は傑?f&1，200111地市:で7月

10日，___，15日の問となろう。

低温が花月三分化3111，今の要因となるハクサイで

は， 6月1I二I旬が早まきの限界となるが，遅まきは

平均気温 120C を収位ーの目標とすれば， 1，300111 

図 -1 レタスに対するボリマルチの春・秋 2作利用効果 (46年.長野県悶試〉
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(注〉春(/1'1月 11 日まき 3 月 16日定植・ 5 月 14~26日収穫，春秋 2('乍利用区ポリフィルムをそのままとし，秋
作を 8月1日に播種。秋1f乍区は耕起，施日目。マルチ後にJ刑宣。無マルチも同tiiiに播種。，'ii，l'i!iGL366 
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の野辺山では 7月't'，___.下旬， 1，200mの管平では

7月下旬，_，__8月上旬が遅まきの限界になるO

したがってハクサイ→ハクサイの 2期作は直ま

きでは多少無理もあるが，育I草すれば問題なし 10

レタス→レタスの直まきやレタス→ハグサイの

2期がなりたつO 従来から 2期作が行われている

準高冷地で、は，ハグサイの肥料の残りをレタスに

使うということができるが， レタス→ハクサイと

同様に，後作を考慮した 11庄立が必要となろう。

2作ポリマルチの方法と問題点

ポリフィノレムの春・秋 2作利用の問題点は，①

ポリフィルムの強度，①前後作の栽培密度，①肥

料および施肥の問題がある O

これらの問題については試験の途 ':I~' であるが，

検討した部分と考えを述べてみたい。

使用フィルムについては，図-1では厚さ

0.03mmの黒ポリフィルムの結果を紺介したが，

ポリマルチをしてから秋作までの期間が，極寒

卵j，極著WJを通して 9カ月以 l二にわたる場合は，

0.02mmでは劣化，破損が甚しく使 JlJに耐えな

L、。

作の11庄巾がちがう場合には，前後作がともに対応

できる 11庄巾を考慮すればよし ¥0

ハクサイ→レタスで、は品種にもよるが， /1庄巾

120cmの2条抱11庄がよかろう。

準高冷地の短根ニンジン跡では，助;作ができる

ようにニンジンの条数を加l減し， 3，_，__ 4条の抱畦

とすればよし 10

最も重要なのが施肥である。

前述したように，施肥量が多いものを前作にし

たときは問題がない(セルリー，ハクサイ〉。

レタス→レタス O ハクサイ→ハクサイ等の場合

は，跡作の施肥時期や前作の肥料の臨海?と量が問

題になるが，この問題については今後の検討にゆ

だねたし、。ここでは図 -1の試験で行った方法を

紹介するO

2期作をねらいとした春の早まきは，低温則に

捕極するので，燐硝安加盟を 1作分と 2作自のリ

ンサンとして重焼燐もしくは熔燐を，春作の時に

全量施肥する O 施肥量や追肥は従来の 1作マルチ

と同様である。

秋作には発穿後10日前後で，第 1ji主lの追肥を株

間の播種穴や条間に追肥する。雨水で溶解した肥

料がマルチ下に浸透するように，条問には小穴を

あけておく。

第 2IfTlはその後10---15日たって条[悶に施肥し，

結球始めまでに生育をみながら第 31Ef1の追肥を行

う。追肥は硝酸系のNK化成か，尿素と塩加でも

よし、。

施肥量は 1作分のチッソ，カリの標準施肥量を

目標に秋作の追肥を行えばよいが，三l三育をみなが

ら施肥量はかl減したし ¥0

しかし一般に行われる 4月中・下旬からマルチ

する時は 0.02mmのフィルムに検討を加える必

安があろう。したがって現状では，三I~の 0.03mm

を使用するのが安全といえる。

レタスー》レタス，ハクサイ→ハクサイの 2期作

は，春作収穫後残茎を II~t~聞に除去し，空缶の下部

lこ小穴をあげてから炭火を入れた穴あけ器で，前

作の株間をおさえてポリフィルムを j~[6 き切り， j番

組穴をあける O 梅子は春作と同様 1カ所10---12粒

深まさにならないように捕極する。

レタス→ハクサイ，ハクサイ→レタスなど前後

表-1 春・秋 ïl~ リマルチ 2 作利用と土壌の三相分布 (46年.長野県闘試〉

P2 
手ド・秋 2作(45.11.26マルチ) 秋 1作(46.8.1マルチ)

，\j.~O. 03mm 半黒0.03mm }"V，O.03mm 無マルチ

0-51 8 -13115-201 0 -5 I 8 -13115-20 o -5 f8-=l3115 -20 1 0 -5 I 8 -13 115 -20 

会t 十" 42.3 18.8 21. 3 42.5 22.9 24.0 

¥，';¥ ヰ¥¥ 35.3 50.7 45.8 36.1 45.1 44.1 

6 / 12 '液1'11 22.4 30.5 32.9 21.4 32.0 31. 9 

1L /i京 7ド 64.3 49.3 54.2 63.9 54.9 55.9 

一」硯 )支 5.8 9.6 12.3 3.9 11.7 13.2 

ノメi. +11 28.1 1G.6 12.8 26.7 20.1 18.1 32.9 17.2 14.9 30.8 18.8 17.5 

1，1;[ 千11 45.1 55.1 61.1 49.8 50.5 59.3 42.7 54.0 57.4 44.9 52.5 54.5 

11 /17 jf長村| 26.8 28.3 26.1 23.5 29.4 22.6 24.4 28.8 27.7 24.3 28.7 28.0 

l孔|謀本 54.9 44.9 38.9 50.2 49.5 40.7 57.3 46.0 42.6 55.1 47.5 45.5 

硬!主: 7.5 14.2 18.8 5.3 15.7 10.8 5.8 9.9 10.3 7.3 12.8 16.5 


